


　

石
垣
市
議
改
選
後
初
の
定
例

会
が
去
る
９
月
28
日
に
開
会
し
、

現
職
17
人
、
新
人
3
人
、
前
・

元
職
2
人
の
22
人
が
4
年
の
任

期
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
正
副
議
長
選
は
、
年

長
者
の
仲
間
均
氏
を
臨
時
議
長

に
無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、
4

期
目
の
我
喜
屋
隆
次
氏
が
第
23

代
議
長
に
、
4
期
目
の
東
内
原

と
も
子
氏
が
第
22
代
副
議
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
初
当
選

し
た
新
人
議
員
3
人
は
、
定
例

会
開
会
前
に
議
会
事
務
職
員
か

ら
議
員
バ
ッ
チ
を
受
け
取
り
、

晴
れ
て
議
員
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

箕
底 

用
一
、
大
道 

夏
代
、

　

伊
良
部
和
摩
、
髙
良
宗
矩

　
●
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員(

１
人
）

　

友
寄 

永
三

●
石
垣
市
都
市
計
画
審
議
会
委

員
（
４
人
）

　

宮
良 

操
、
砥
板 

芳
行
、

　

友
寄 

永
三
、
石
垣 

達
也

　

今
定
例
会
で
決
定
さ
れ
た
常

任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

等
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
財
政
委
員
会(

８
人
）

◎
長
山 

家
康 

○
長
浜 

信
夫
、

　

平
良 

秀
之
、
箕
底 

用
一
、

　

井
上 

美
智
子
、
内
原
英
聡
、

　

伊
良
部
和
摩
、
髙
良
宗
矩

●
経
済
民
生
委
員
会(

７
人
）

◎
友
寄 

永
三 

○
石
垣 

達
也
、

　

仲
嶺 

忠
師
、
東
内
原
と
も
子

　

大
道 

夏
代
、
登
野
城
こ
の
み

　

田
盛 

英
伸

●
建
設
土
木
委
員
会(

７
人
）

◎
石
川 

勇
作　

○
砥
板 

芳
行
、

　

仲
間 

均
、
宮
良　

操
、

　

我
喜
屋 

隆
次
、
花
谷 

史
郎
、

　

後
上
里 

厚
司

●
議
会
運
営
委
員
会(

10
人
）

◎
仲
間 

均
、
○
宮
良 

操
、

　

平
良 

秀
之
、
長
浜 

信
夫
、

　

砥
板 

芳
行
、
友
寄 

永
三
、

　

長
山 

家
康
、
後
上
里 

厚
司
、

　

石
川
勇
作
、
内
原
英
聡

●
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
議
員(

４
人
）

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

改
選
後
初
の

　
　
定
例
市
議
会

改
選
後
初
の

　
　
定
例
市
議
会

9月定例会
令和４年

新体制石垣市議会スタート！新体制石垣市議会スタート！新体制石垣市議会スタート！
　令和 4年第 7回 9月定例会は、去る 9月 28 日から 10 月 17 日までの 20 日間の会期で開かれました。
　任期満了に伴う市議会議員一般選挙後の初議会となる今回の定例会では、初日に議長・副議長選挙が行われ、
我喜屋隆次議員が第 23 代議長に、東内原とも子議員が第 22 代副議長にそれぞれ選ばれました。また、各常任
委員会委員及び議会運営委員会委員の選任と正・副委員長の互選が行われたほか、八重山広域市町村圏事務組
合議会議員の選任など議会人事がそれぞれ決定されました。
　今回の定例会には、「石垣市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例」等の条例議案 7 件、「令
和 4 年度石垣市一般会計補正予算 ( 第 4 号 )」等の補正予算議案 8 件、「令和 3 年度石垣市一般会計歳入歳出決
算認定について」等の決算認定 8 件、その他議案 8 件の計 31 件の案件が市長より提出され、議案については
議案第 61 号石垣市川平コミュニティ施設設置及び管理条例は、継続審査となり、その他は原案のとおり可決、
同意、承認、及び報告されました。
　なお、本会議の議決にあたり、総務財政委員会には、「令和 4 年度石垣市一般会計補正予算 ( 第 4 号 )」等 5
件の議案を付託。経済民生委員会には、「令和 4 年度石垣市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）」等
9件の議案を付託。建設土木委員会には、「石垣市水道事業会計補正予算 ( 第 1号 )」等 13 件の議案が付託され、
慎重審査の結果、それぞれ可決すべきものと決定されました。
　議員提出議案については、「出産育児一時金の増額を求める意見書」など計 7 件の意見書・決議がそれぞれ可
決されました。
　10 月 11 日から 4 日間の日程で行われた一般質問では、20 人の議員が本市の諸課題について質すなど活発な
議論が交わされました。

改選後初の常任委員会の様子

常
任
委
員
会
等
の
構
成

議長選挙の様子
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第６回臨時会上程案件の処理結果第６回臨時会上程案件の処理結果第６回臨時会上程案件の処理結果 第５回臨時会上程案件の処理結果

第７回９月定例会上程案件の処理結果

第５回臨時会上程案件の処理結果

第７回９月定例会上程案件の処理結果

第５回臨時会上程案件の処理結果

第７回９月定例会上程案件の処理結果
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第
7
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
等
の
要
旨
と
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

の
実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な

対
応
を
求
め
る
た
め
、
関
係

省
庁
へ
直
訴
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

要
旨　

　

令
和
３
年
の
出
生
数
は
81
万

１
６
０
４
人
で
、
過
去
最
少
と

な
っ
た
。
少
子
化
克
服
に
向
け
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は

き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
は
そ
の
大
事
な
一

手
で
あ
る
。

　

国
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
度

の
出
産
費
用
の
全
国
平
均
額

は
、
正
常
分
娩
の
場
合
、
約
46

万
７
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
費
用
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。

　

国
は
、
２
０
２
２
年
１
月
以

降
の
分
娩
か
ら
、
一
時
金
に
含

ま
れ
る
産
科
医
療
補
償
制
度
掛

金
を
１
万
２
０
０
０
円
に
引
き

下
げ
、
本
人
の
負
担
額
を
軽
減

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
我

が
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
少
子

化
対
策
に
お
い
て
、
子
育
て
の

ス
タ
ー
ト
期
に
当
た
る
出
産
時

の
経
済
的
な
支
援
策
の
強
化
は

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
全

世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
」

で
子
育
て
世
代
の
支
援
の
た
め

の
「
出
産
育
児
一
時
支
援
金
の

大
幅
な
増
額
」
と
、
そ
の
際
、

医
療
保
険
全
体
の
中
で
支
え
合

う
こ
と
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
在
の
負
担
に
見
合
う
形
に
出

産
育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

東
内
原　

と
も
子

出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
を
求
め
る
意
見
書

出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

児
童
生
徒
は
、
沖
縄
本
島
で

開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す

る
の
に
、
航
空
運
賃
や
宿
泊
費

な
ど
で
約
３
～
４
万
円
の
出
費

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
島
に
住
む
児
童

生
徒
は
県
大
会
に
出
場
す
る
際
、

航
空
運
賃
や
宿
泊
費
な
ど
の
出

費
は
な
く
、
同
じ
沖
縄
県
民
で

あ
り
な
が
ら
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
離
島
の
児
童
生
徒

は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
た
め

県
大
会
の
出
場
や
、
部
活
動
を

す
る
こ
と
自
体
を
あ
き
ら
め
る

事
も
多
く
、
機
会
の
損
失
な
ど

の
潜
在
的
な
格
差
も
大
き
い
。

　

本
市
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
を
活
用
し
一
度
の
派
遣

で
８
０
０
０
円
を
補
助
し
て
い

る
が
家
庭
へ
の
負
担
は
ま
だ
ま

だ
大
き
い
。
派
遣
費
の
全
額
補

助
と
な
る
と
１
億
７
０
０
０
万

円
～
２
億
円
の
予
算
と
な
る
た

め
、
市
町
村
割
り
当
て
分
で
は

増
額
す
る
の
は
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
沖
縄
県
内
の
各
市
町
村

も
独
自
で
派
遣
費
の
補
助
を
し

て
い
る
が
、
補
助
率
や
要
件
な

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

　

厚
生
労
働
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

　

対
策
担
当
大
臣
、
少
子
化
対
策
担

　

当
大
臣

要
旨　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
大
流
行
の
影
響
に

よ
り
、
２
０
２
２
年
１
０
月
現

在
の
石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
回
数
は
０
回
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
経
済
や
観
光
産
業
へ

の
影
響
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
我
が
国
で
は
２
０
２

０
年
に
国
内
ク
ル
ー
ズ
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
策
定
さ
れ
、

運
航
が
順
次
再
開
し
て
い
る
が
、

国
際
ク
ル
ー
ズ
に
関
し
て
は
国

に
よ
り
堅
持
さ
れ
て
い
る
水
際

対
策
や
、
再
開
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
再
開
の
目

処
は
た
っ
て
い
な
い
。

　

本
市
新
港
地
区
で
は
港
湾
整

備
や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
は

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
水
際
対

策
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ

て
い
な
い
中
で
、
世
界
各
地
で

は
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
が
す

す
ん
で
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

復
調
に
向
か
っ
て
い
る
。
欧
米

の
船
社
は
各
国
を
巡
る
ワ
ー
ル

ド
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
し
て
お
り
、

未
だ
に
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
受
け

提
出
者　

石
川　

勇
作

離
島
児
童
生
徒
の
県
大
会

派
遣
費
用
の
補
助
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

離
島
児
童
生
徒
の
県
大
会

派
遣
費
用
の
補
助
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

ど
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
離

島
の
中
で
も
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
国
境
に
接
す
る
離
島
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
に
人
々
が
住

み
続
け
る
た
め
に
も
、
子
ど
も

た
ち
が
格
差
な
く
活
動
が
で
き

る
よ
う
沖
縄
県
が
し
っ
か
り
と

現
状
を
把
握
し
、
す
べ
て
の
児

童
生
徒
が
負
担
な
く
県
大
会
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
が
必

要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
県
内
の
離
島
格
差

を
是
正
し
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
負
担
な
く
県
大
会
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
沖
縄
県
と
し

て
、
県
大
会
に
つ
い
て
は
離
島

児
童
生
徒
の
派
遣
費
の
補
助
拡

大
を
し
て
頂
く
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

〇
提
出
先

　

沖
縄
県
知
事

〇
要
請

　

沖
縄
県
議
会
議
長
、
地
元
選
出

　

県
議
会
議
員
、
沖
縄
県
離
島
振
興

　

協
議
会

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

長
山　

家
康

国
際
ク
ル
ー
ズ
船
早
期

　
再
開
に
関
す
る
意
見
書

国
際
ク
ル
ー
ズ
船
早
期

　
再
開
に
関
す
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果
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入
れ
再
開
を
し
て
い
な
い
日
本

は
取
り
残
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

客
層
が
世
界
各
地
の
競
合
目
的

地
に
流
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
再
開

は
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る

地
域
経
済
や
観
光
産
業
の
回
復

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
、
さ
ら
に
国
際
交
流

都
市
を
標
榜
す
る
本
市
に
お
い

て
今
後
の
地
域
の
発
展
に
は
欠

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
 

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
政
府

に
お
い
て
は
国
際
ク
ル
ー
ズ
船

受
け
入
れ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
早
急
な
策
定
と
早
期
の

水
際
対
策
の
緩
和
措
置
を
求
め

る
。

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、 

国
土
交
通
大
臣
、 

厚
生
労
働

大
臣
、
沖
縄
北
方
対
策
担
当
大
臣

〇
要
請

　

沖
縄
県
関
係
国
会
議
員

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

要
旨

　

今
年
8
月
2
日
、
ア
メ
リ
カ

の
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
に
よ
る
ア

ジ
ア
歴
訪
の
一
環
と
し
て
の
台

湾
訪
問
に
中
国
が
反
発
し
台
湾

周
辺
で
大
規
模
な
軍
事
演
習
を

行
い
、
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル

の
う
ち
一
発
が
波
照
間
島
近
海

の
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
着
弾
し

た
こ
と
は
八
重
山
郡
民
を
始
め

日
本
中
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

平
和
を
望
ま
な
い
人
は
い
な

い
。
戦
争
は
多
く
の
人
々
の
苦

し
み
悲
し
み
憎
し
み
を
生
む
だ

け
で
あ
る
。
戦
争
が
起
き
な
い

よ
う
平
和
へ
の
思
想
、
生
命
尊

厳
の
思
想
が
必
要
で
あ
り
、
石

垣
市
に
は
「
世
界
平
和
の
鐘
」

が
存
在
し
「
非
核
平
和
都
市
」「
核

廃
絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
て

い
る
。
そ
の
意
義
を
世
界
に
向

け
常
に
発
信
し
続
け
る
使
命
が

こ
の
島
に
は
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
石
垣
市
議
会
は
「
平
和

発
信
の
島
」
、
「
平
和
を
希
求
す

る
島
」
と
の
決
意
の
も
と
以
下
、

決
議
す
る
。

　
　
　
　
　

記

一
、
私
た
ち
は
、
市
民
の
命
と

暮
ら
し
と
未
来
を
守
る
た
め
、

世
界
に
向
け
「
平
和
の
島
、
石

垣
島
」
を
発
信
し
続
け
る
。

一
、
私
た
ち
は
、
八
重
山
諸
島

に
脅
威
を
及
ぼ
す
台
湾
海
峡
及

び
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
け
る

戦
争
、
そ
し
て
世
界
の
全
て
の

戦
争
に
反
対
す
る
。

一
、
私
た
ち
は
、
世
界
へ
「
世

界
平
和
の
鐘
」
、
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
、
「
核
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
」
の
意
義
を
伝
え
、
世
界

に
誇
れ
る
平
和
発
信
の
島
を
築

く
た
め
邁
進
す
る
。

要
旨

　

当
市
行
政
区
域
で
日
本
の
領

海
で
あ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域

で
漁
労
し
て
い
た
八
重
山
漁
協

所
属
の
漁
船
に
威
嚇
し
な
が
ら

接
近
し
た
中
国
の
公
船

(

海
警

局
所
属
の
艦
艇)
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
で

あ
る
石
垣
島
の
近
海
ま
で
追
尾

し
た
こ
と
が
10
月
1
日
、
明
ら

か
と
な
っ
た
。
当
該
漁
船
は
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
で
漁
労
す
る

た
め
9
月
30
日
午
後
、
石
垣
市

の
登
野
城
漁
港
を
出
港
し
、
1

日
午
前
、
尖
閣
諸
島
南
小
島
周

辺
海
域
に
到
着
し
た
が
、
中
国

の
艦
艇
は
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域

に
到
着
す
る
前
か
ら
当
該
漁
船

を
追
尾
し
、
操
業
中
も
常
に
漁

船
を
威
嚇
す
る
よ
う
に
接
近
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
中
国
艦
艇
の
行

動
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
主

権
の
侵
害
で
あ
る
と
し
て
中
国

政
府
に
対
し
て
厳
重
な
抗
議
を

行
っ
た
が
、
中
国
は
尖
閣
諸
島

周
辺
海
域
を
自
ら
の
領
海
と
主

張
し
、
日
本
の
漁
船
が
違
法
操

業
し
た
と
、
法
の
執
行
権
を
主

張
し
て
い
る
。
日
本
の
領
海
内

で
中
国
の
艦
艇
が
領
海
侵
犯
及

び
威
嚇
に
よ
る
漁
船
の
追
尾
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
対
し

て
毅
然
と
し
た
対
応
で
中
国
艦

艇
の
排
除
を
求
め
る
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

〇
提
出
先
宛
先　

沖
縄
県
知
事

〇
要
請　

沖
縄
県
議
会
議
長
、
地
元

　

出
身
県
議
会
議
員

提
出
者　

仲
間　

均

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
、
海
上
保
安
庁
長
官

〇
要
請　

沖
縄
県
選
出
国
会
議
員

　

提
出
者　

友
寄　

永
三

要
旨　

　

令
和
４
年
10
月
12
日
の
沖
縄

県
議
会
に
お
い
て
、
病
院
事
業

局
の
局
長
が
旧
八
重
山
病
院
跡

地
を
職
員
住
宅
に
し
た
い
と
い

う
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
大

規
模
な
医
療
施
設
は
、
借
り
上

げ
も
厳
し
く
適
正
な
場
所
を
見

つ
け
る
の
は
非
常
に
困
難
な
こ

と
で
あ
る
事
を
考
え
れ
ば
医
療

機
関
に
こ
そ
必
要
な
場
所
だ
と

考
え
ま
す
。
「
八
重
山
の
医
療

を
守
る
郡
民
の
会
」
も
旧
八
重

山
病
院
跡
地
は
、
医
療
施
設
建

設
地
と
し
て
適
地
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
当
市
議
会
も
令
和
元

年
９
月
17
日
に
「
旧
県
立
八
重

山
病
院
跡
地
に
医
療
機
関
開
設

を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
要

請
し
て
お
り
ま
す
。　

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
旧
県
立

八
重
山
病
院
の
跡
地
に
は
医
療

機
関
の
配
置
が
バ
ラ
ン
ス
と
し

て
最
善
策
で
あ
る
と
し
１
日
も

早
い
実
現
が
叶
う
よ
う
関
係
当

局
の
理
解
と
、
取
り
組
み
を
強

く
求
め
ま
す
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

石
垣　

達
也

石
垣
市
不
戦
と
平
和
を

希
求
す
る
決
議

石
垣
市
不
戦
と
平
和
を

希
求
す
る
決
議

中
国
公
船(

艦
艇)

に
よ
る
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
へ
の
領
海
侵

犯
行
為
及
び
石
垣
島
近
海
ま
で

の
追
尾
に
対
し
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
る
意
見
書

中
国
公
船(

艦
艇)

に
よ
る
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
へ
の
領
海
侵

犯
行
為
及
び
石
垣
島
近
海
ま
で

の
追
尾
に
対
し
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
る
意
見
書

旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地
を
医

療
機
関
へ
の
提
供
（
売
買
あ
る

い
は
賃
貸
）
を
求
め
る
意
見
書

旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地
を
医

療
機
関
へ
の
提
供
（
売
買
あ
る

い
は
賃
貸
）
を
求
め
る
意
見
書
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
石
垣
市
議
会
に
対
し
ご

理
解
、
ご
指
導
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
9
月
定
例
議
会
に
お

い
て
第
23
代
石
垣
市
議
会
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
議
長
、
副
議
長
は

地
方
自
治
法
第
103
条
「
普
通

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、

議
員
の
中
か
ら
議
長
及
び
副

議
長
一
人
を
選
挙
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
議
員
皆
様
の

投
票
に
よ
り
選
ば
れ
、
議
長

に
求
め
ら
れ
る
責
務
に
つ
い

て
は
第
104
条
「
普
通
地
方
公

共
団
体
の
議
会
の
議
長
は
、

議
場
の
秩
序
を
保
持
し
、
議

事
を
整
理
し
、
議
会
の
事
務

を
統
理
し
、
議
会
を
代
表
す

る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
付
託

を
頂
い
た
22
人
で
、
よ
り
良

い
石
垣
市
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
多
く
の
先

輩
方
に
よ
り
築
き
あ
げ
ら
れ

て
き
た
、
石
垣
市
・
石
垣
市

議
会
の
経
緯
や
教
え
を
学
び

公
平
・
公
正
な
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様

の
お
力
添
え
、
そ
し
て
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、ど
な

た
で
も
見
た
り
、聞
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。本

会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、市
役
所
３
階
に
あ

る
議
会
事
務
局　

に
て
、住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入

の
上
、傍
聴
券
を
受
け
取
り

入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、ど
な

た
で
も
見
た
り
、聞
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。本

会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、市
役
所
３
階
に
あ

る
議
会
事
務
局　

に
て
、住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入

の
上
、傍
聴
券
を
受
け
取
り

入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

○
意
見
書
・
決
議
等
の
詳
細
は
、

石
垣
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
し
て
ま
す
。

・
石
垣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

↓

・
組
織
か
ら
探
す

　
　
　

↓

・
議
会
事
務
局

　
　
　

↓

・
意
見
書
・
決
議

議長就任あいさつの様子

議 長　我喜屋　隆次

令和4年　第5回・第6回 臨時会　第7回 定例会　本会議・常任委員会出席状況

沖縄県市議会議長から８年間の功労を
称えられ伝達表彰を受ける東内原議員【石垣市議会　意見書・決議】

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？
東
内
原
議
員
に
表
彰
状

東
内
原
議
員
に
表
彰
状
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